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第１回　学校関係者評価委員会（コロナウイルス感染症拡大防止対策のため紙上提案）

　　　　　もらう。

久保田　直美 里吉　武仁 長澤　光
　

松本　俊昭 柳本　伸

浅利　　司（校長） 中込　幸人（教務主任）

浅利　　進（教頭）　　　 石川　孝之（生徒指導主事）

評価されたおもな内容

学校関係者評価

１　全体評価

　　　南アルプス市立白根巨摩中学校　学校関係者評価書（前期）

委員会組織　  学校関係者評価委員　　５名（五十音順）

　今年度前期の教職員によるアンケート結果は，平均４．６という数値結果となり，平均
は，指標の４．５を上回った。(A-5点 B-4点 C-2点 D-1点として平均を出したもの）また，
生徒アンケート結果の平均も４．５であり，指標の４．０を大きく上回っている。これらの
結果から，白根巨摩中学校では全教職員が学校教育目標や学校経営方針への理解に意識を高
くし，各領域で組織的に教育活動を行っているといえる。ただ，今年度も引き続き徹底して
行っている，新型コロナウイルス感染症防止対策のため，教育活動の中止や縮小，制限によ
りこれまでの取組を検討し，新しい在り方を模索している。今後も一定期間続くであろうコ
ロナウイルス感染症を意識し，焦点を絞り教職員が共通意識をもって取り組んでいくことが
良い。
　生徒のアンケート結果から，行事や日常の諸活動に対する意識が高く，仲間とともに充実
した学校生活を過ごしていることが伺える。生徒と教師の関係も良好で，安心して子供を預
けることができる学校だと考えられる。
　生徒の日常的な取組である「４つのこだわり」や，学校生活や生徒会行事についても意識
が高く，意欲的に活動していることが分かる。生徒にとっても良い環境で取組が行われてい
ることが伺える。
　今後も続くであろうこの状況の中でも，子どもたちのためにきめ細やかな教育を続けてい
く必要がある。

              学校関係者　４名

領域別・評価項目別の自己評価考察について評価委員が考察・検討

実施内容　各評価委員より，前期学校表評価及び資料について各項目ごとに評価を提出して



 
○ 学校運営

○ 教科指導

○ 生徒指導

○ 特別活動

○ 健康安全，その他

３　特記事項

なし

 記載責任者
　

白根巨摩中学校学校関係者評価委員会　　　　委員長 長澤　光

副委員長 柳本　伸

・問題の早期発見に向けてしっかりと取り組んでいることが伺える。アンケートの項目
変更においてもややポイントは下がったものの，多くの生徒は従前より「先生」は相談
できる対象であったと考えられる。
・大きな問題が発生しなかったことは良かったと思う。定期的に行われている，悩み事
調査から挙がったことへの対応は素早く行い，問題解決のために学校・家庭の両方で取
り組んでほしい。
・生徒とのコミュニケーションの醸成には，積極的な声掛けが必要と考える。教員と生
徒の中も深まるので，今後もより多くの生徒のよき相談対象であってほしい。

・先生方をはじめ，生徒もしっかりと感染症予防に努めていることが分かる。保護者の
協力なしにはできないこともたくさんあるので，情報発信等きめ細かくしてほしい。
・長引く感染症対策，熱中症対策等きめ細かい努力には感謝している。今後も皆が同じ
意識を持ち，身の回りの健康，安全への取組を引き続き期待したい。

・本校の先生方は，教職員間の目標意識の共有，協力体制が良好であることがが伺え
る。今後も協働性のある職場づくりを目指してほしい。
・管理職や教職員の間に，風通しの良い職場づくりが実践されている。また，教職員と
生徒の関わりについても努力している様子が見られる。教職員のワークライフバランス
における一層の改善は必要と思う。
・令和３年度の重点取組，特に学習意欲と確かな学力の向上については，もう少し具体
性があってもよいのではと考える。今後も生徒・保護者の願いを意識した授業改善に取
り組んでほしい。

・「家庭学習の定着」は長年の課題となっている。週末課題の取組は今後も改善を重
ね，継続してほしい。最終的には個別対応も考える必要もある。
・コロナ感染症の影響は大きく，感染を避けるための在宅学習において，１人１台端末
の活用が期待されている。リモート授業が予想される中，パソコンの積極的活用は必要
だと考えられる。ただ，実施する際には各家庭の事情も配慮をしてほしい。
・生徒は分かりやすい授業を求めていると思う。パソコンの導入で，生徒の授業への意
欲や楽しさ，分かりやすさの向上につなげていってほしい。

２　自己評価書に見る課題と対応について

・生徒は行事が大好きで，このコロナ禍でも一生懸命取り組むと思う。その気持ちを大
切にし，行事を精選する中で，やるときには教師・生徒が一つとなって取り組んでほし
い。
・コロナ禍における「部活動の指導」には指導者の大きな苦労があると思う。部活動な
しの日，きずなの日等の取組により，教職員及び生徒にゆとりが生まれることを期待し
ます。
・合唱は白根巨摩中学校の伝統として守っていってほしい。部活動も感染症対策をしっ
かりしたうえで，先生方の負担も大きいと思うが，短時間でも行ってほしい。


